

























 そのような背景のもと、サイバーサイエンスセンターでは、里見 進東北大総長の 2017 年度
までの全学横断的な取り組みを示す「里見ビジョン」達成に向けて、サイバーサイエンスセン
ターの部局ビジョンを 2014 年に策定し、それに基づいた取り組みを進めております。具体的に




3. HPC を通じた産業、および社会貢献 
 
 これら 3 つについて簡単に現在の取り組みの状況をご紹介いたします。まず、１．について
は、2014 年に新スーパーコンピュータ棟の建設を完了し、2015 年 1 月から試験運用、2 月 20
日から本格運用を予定しています。新スーパーコンピュータシステム SX-ACE は現在運用の
SX-9 の 25 倍以上の性能となる 707Tflop/s の演算性能を有するものですが、他のスーパーコン
ピュータシステムと大きな違いは総メモリデータ転送性能 655TB/s、総容量 160TB と他のセン
ターのペタフロップス級のスーパーコンピュータの同性能・容量を大きく超えるものとなって
いる点です。私どもが NEC と共同で取り組んだ SX−ACE に関する研究成果の１つをご紹介し
ますと、TOP500 で使われる LINPACK ベンチマークの役割を補い、より実際のアプリケーシ
ョンの特性をとらえて開発が進められている新しいベンチマークプログラムHPCGによる性能
評価では、他のペタフロップス級のスーパーコンピュータがピーク性能の 1%~4%程度しか性能
を引き出せないのに対し、私どもが導入する SX-ACE は 10%を超える実効性能を達成し、2014
年 11 月に米国ニューオリンズで開催された SC14 の HPCG に関するセッションにおいて、その
［巻頭言］




 ２．については、1997 年 9 月より取り組んで来た利用者プログラムの高速化支援体制を強化
すべく、サイバーサイエンスセンターに HPC に関する産学連携研究拠点として「高性能計算技








 ３．については、これまでも国産近距離航空機 MRJ の開発の支援などに取り組んで参りまし
たが、今後は地域企業からの HPC ニーズに応えられるように、スーパーコンピュータ利用環境
の整備、および利用支援に取り組んで行きたいと考えております。また、東日本大震災の被災
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